



A Study on the Necessity of the Devices in the Courses based on the 









心も高かった。福祉を学ぶ ｢楽しさ｣ には、｢知識としての社会福祉｣ と ｢生活としての生活の中の社会
福祉｣ において、新たな知識の獲得や実践的な学びが挙げられた。｢難しさ｣ には、｢社会福祉と近接領域

























































































































































































聞くこと｣ により、｢知識としての社会福祉｣ と ｢生活としての、生活の中の社会福祉｣ を知ることが挙
げられる。
　 ｢知識を得て社会福祉を理解すること｣ が楽しさのひとつである。その構造は次の通りである。｢知識
としての社会福祉｣ は、学生個々の ｢興味や関心｣ にそいながら、それまで知ることのなかった ｢新たな
知識を得る新鮮さ、喜び｣ をともなって、｢様々な福祉分野｣ があることを理解し、それぞれの福祉分野
の ｢実情を知る｣ ことによって構成されている。様々な福祉分野、それぞれの実情を知りそれを理解する
ことにより、学生は ｢達成感｣ を感じ、自分自身の ｢興味、関心｣ にそう学習であったと感じることにつ
ながる。
　一方、｢体験を通して社会福祉を理解すること｣ がもうひとつの楽しさである。その構造は次の通りで
ある。｢生活としての、生活の中の社会福祉｣ は、演習での体験を通して ｢実践的に学ぶ｣ ことにより、｢
























（１）楽しさ 26枚 26→７→３ ７ ３
（２）難しさ 28枚 28→９→４ ９ ４
















ように活かすのかということについては、具体的な対人援助の場面を想定した ｢事例｣ や ｢演習｣ により
定着させることが挙げられている。事例、演習を用いた理解は相互に関連しあって、より専門職の具体的
な援助場面のイメージを作るという相乗効果が期待できる。さらに、知識を実践的に理解する方法として
は、｢実習･体験｣ として、｢実際に見学したり、体験する｣ こと、｢分野ごとの実習｣ が挙げられており、
学生から学内外での学びをあわせることが求められている。























































ような ｢社会福祉の現状と学びのギャップ｣ と ｢卒業後の就職の不安｣ については、学生が直面する現実
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的な課題でもあり、どこかで緩和あるいは解消できるような働きかけが求められると考えられる。
　さらに、図解に示した ｢社会福祉と近接領域の専門知識を習得すること｣ と ｢相談援助の多様性やそれ
への対応方法･技術の理解や習得｣ は、両者が連動してこそ専門性の基盤を養うこととなるため重要であ
るが、学生には難しいと感じられていることが明らかになった。そのため教員に対しては、上述の内容を
踏まえ、学生が福祉を学ぶ ｢楽しさ｣ を感じつつ ｢難しさ｣ を乗り越えるための工夫が求められるものと
考えられる。
（４） 福祉の学び方に関する考察
　学生が専門的知識を身につけることに関して難しさを感じていることは、先述のとおり明らかになった。
それをまとめるためのツールの多くは、教員に対する依頼として捉えられた。一方、学生自身が学びの途
中でノートやプリントを整理し、ポイントをまとめることも効果的な学習のためには併せて必要である。
そのため、教授法や授業展開の工夫とともに、学生に対し自主学習を促すことも必要であると考えられた。
　さらに、専門職養成課程への要請として、学生が社会福祉の専門的知識と技術を同時に身につけること
が挙げられる。そのため、学生が専門的知識をより深く理解するために、体験的あるいは実践的に学ぶ機
会を設ける必要性があることも明らかになった。社会福祉の基本的な領域は、高齢者福祉、障害者福祉、
子ども家庭福祉、低所得者福祉等であり、本学の学生も概ねその範囲に関心が集中していた。本研究の結
果から、社会福祉の授業の中で、それぞれの分野のエキスパートを演習や講義に招き、現場の実態や苦労、
喜びなどを伝えてもらう機会や各福祉分野の施設見学の機会を設ける検討の必要性もあると考えられた。
場合によっては、授業外での学生の関心に応じたボランティア活動や福祉現場でのアルバイトを通じて体
験的に福祉を知る機会も必要であると考えられる。
　これらは、本学類の学生の関心からみれば、福祉の知識・技術を生活の中に活かす、専門職として活か
す、この両面からの学び方と捉えられる。現在本学類では、社会福祉を学び卒業する学生の進路として、
民間企業への就職が比較的多くみられるが、実習や福祉現場の見学、現場の話を聞くなど体験的に学ぶ機
会が増えれば、専門的知識の実践的獲得とともに ｢職業としての福祉を意識｣ する学生も増えるのではな
いかと推察された。
Ⅵ．まとめと今後の課題
　以上のように、本学類において社会福祉を学んでいる学生の関心、イメージ作り等に寄与する授業の工
夫に求められることを述べてきた。本研究では、社会福祉への関心について単純集計結果を示し、さらに
KJ法A型図解とB型文章化により社会福祉を学ぶ ｢楽しさ｣、｢難しさ｣、｢学び方｣ それぞれの構造化の結
果と考察を述べてきたが、楽しさ、難しさ、学び方の分析結果を総合すると、｢実践的あるいは体験的な
学び｣ によって社会福祉を理解できるような仕掛けをすることが重要であることが明らかになった。講義
や演習それぞれの特徴や限界もあるが、｢実践的･体験的な学び｣ は学生の関心、学ぶ意欲を刺激する可能
性が高いことも構造化から推察された。その点を意識して授業の工夫に取り組むこととしたい。
　最後に、本研究は本学生活環境学類における限定的な属性をもつ２年生に対し調査を行ったものであり、
社会福祉士受験資格を希望する３、４年生を含む学生の全体像を示しているわけではない。しかし、２年
生は社会福祉コースの選択をし、社会福祉を広く学ぶことを選択した学生であるため、この時期の学生の
意向は非常に重要である。本研究の結果を参考に、上級生に対しても必要な支援をする必要性があるとい
えるだろう。
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図１　社会福祉を学ぶ楽しさの構造
図２　社会福祉を学ぶ難しさ構造
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図３　社会福祉をより理解するための学び方の構造
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